
・体系的でより効果的なフィールドワークやワークショップなど
をコンソーシアムと協働で実施することができた。
・協働体制が広がり、生徒たちがより幅広い自治体や企業・
団体とつながり、積極的に外へ出て、自走できるようになっ
てきたが、連携先との目的、イメージの共有が課題
・大学と定常的に連携する質の高いカリキュラムを構築する
ことができた。また、その成果物として、汎用性の高い教材
を作成することができ、地域の中学校へも提供できるように
なった。
・グローカル・ラーニングの質的向上により、生徒たちがより
意欲的、自発的に行動する自立した学習者となり、探究学
習に資する外部のイベントや大会に積極的に参加するよう
になった。
・研究成果としての教科横断型授業の実践

・協働・連携先の進展
と強化を図り、探究学
習の幅を広げる。
・探究学習を軸とした
教科横断型授業の研究
と実践
・コロナ禍におけるグ
ローバルなプログラム
の創出
・グローカル・ラーニ
ングα、βの質的向上

令和３年度 地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）

想・創 まほらディア 世界に誇れる持続可能な置賜を創造する人材の育成

管理機関名【九里学園高等学校】

目的
ＳＤＧｓを行動基盤としてグローバ
ルな視点でイノベーションできる国
際人を育成する

目標
地域におけるＳＤＧｓ拠点校として、ＳＤＧｓ理解促進と浸透に努め、
同時にグローバルな視点でこの地域におけるＳＤＧｓ達成のための活
動を行うことで、置賜地区を持続可能で誰にとっても理想的な地域に
イノベーションする
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令和３年度の目標

・コンソーシアムを通じて他の自治体のキーパー
ソンや企業、団体などを紹介してもらい、生徒の
探究学習へとつなげた。
・グローカルαにおいて、Oposum研究チームとの
連携で脱炭素社会の構築と地域課題の解決のコ・
ベネフィットを目指す探究学習を展開した。
・探究を軸とした教科横断型授業を行いやすいよ
うに、グローカル・カレンダーを作成し、教員間
で共有するとともに、カリキュラム開発専門家を
講師として教科横断型学習について教員研修を行
い、研究開発推進委員で先行実践した。
・台湾の７大学と連携協定を結び、オンライン討
論会を実施したり、JICEによるKakehashi Project
に参加したりして、海外の学生と交流した。

取組状況 成果と課題


